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あ、買いあげいただきましてありがとうございました。

KT-9900は，トリフ「の技術障が，最新の回路技術の

結集と音楽性を巧みに結合させ， FM チュ ナ と

しての究僅を目指し，単なる技術志向でなく，あくま

でも基本性能を重視し，物理特性の追求と試聴のくり

かえしという手法で完成させた，音楽性豊かな透明度

の高い音質を得たFM チューナーです。

こ使用にあたって，本機の性能を十分に発揮させる

ために，説明書を最後までお読みくださり，末長くご

愛用くださるようあ、願い致します。

保証について

-お買いあげいただきました製品は，購入居で必ず保

証書の手続きを行ってください。保証期間中にもかか

わらず，保証書の販売庖記入欄が未記入の場合，実費

の修理料をいただくことがありますので，十分ご注意

ください。

なお，本製品の保証につきましては，製品添付の保

証書をごらんください。保証書は，取扱説明書ととも

に大切に保存してください。

-本機の補修用性能部品の最低保有期間は 8年です。

なお，詳しくはお求めの販売眉または当社のサービス

センター，営業所等にご相談ください。

(;主) 補修用性能部品とは，タ卜装・梱包部品をF余〈回路・機能

部品とします(当社規定)。

目 次

ご使用の前に・・・・・・・・・・・・一................一...................2

特長・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…一...................3

接続のしかた・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・一..........…・・.........4

アンテナの接続・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・一........................5

FMマルチパスについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7

各部の名称と動作説明・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.................8

操作のしかた・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ .....................10

デ:ピエーシヨンメーターについて......................・・11

保守とご注意・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..................12 

故障と思われる症状ですが-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13

定格.......一一...........…-・・…・・・・・…ー…一....…一.......14

ブロックダイヤグラム・・・・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー・・・・・15

2 KT.9900 

ご使用のまえに

設置について

l 直射日光の当る所，暖房器具など発熱物の近くに

は置かないでくださ L、。また，大出力のアンプや発

熱の大きい音響製品の上には，直接置かないでくだ、

さL、。

2. 花びん，金魚、ばちなど水の入ったものは，チュー

ナーの上に置かないでください。また，湿気の多い

所はさけてください。チューナー内部に水が入りま

すと，故障や事故の原因になります。

3. 大出力で長時間使うときは，できるだけ他の音響

機器とは積み重ねないようにお願いします。チ斗ー

ナーとアンプは，並べてお使いくださ L、。スペース

上， どうしてもという時は，アンプを止こに設歪Eする

ことをおすすめします。

4. 不安定な棚などはさけ，またホコリ，振動の少な

い水平な場所にセッティングしてください。

安全にお使いいただくために

I .本製品は， ACIOOV専用です。 IOOV電源コンセン

卜にプラグを差し込んでご使用く Tゴさ L、。クーラ一

周など単相200Vでは使えません。

2. ケースをはずし，内部にふれることはさげてくだ

さい。本機は，最も良い状態に組み立て，調整して

ありますので本体内部の変更や改造などはしないで

くTごさ L、。

3. 電源プラグを差し込んだり，抜いたりするときは

ぬれた手で行ないますと感電するおそれがあります

ので，ご注意ください。また，コンセン卜から守友く

ときは，電源プラグを持って手友いてください。

4. スプレー式の殺虫剤などを吹きつけないようにし

てください。殺虫剤がパネル面やキャビネットにか

かりますと，変色したり，表面がおかされるおそれ

があります。



特長

高精度 9連バリコン使用の高性能フロントエンド

発振回路内蔵， FM専用周波数直線 9連バリコン，定評の

あるDD-MOSFETあ、よぴリニアリティのすぐれたJ-FET，

本格的なショットキ・パリヤーダイオード使用の高性能ダ

ブルバランスドミキサ J、TunedBuffer"付ぎ発振回路等

を採用した高性能フロン卜エンドにより， i昆変調，相互変

調の大幅向上，さらにイメージ比，スプリアス妨害比等で

高い妨害排除能力を示し，しかもきわめて高安定に働きま

す。

DDL( Distortion Detected Loop)による完全

ロック機構

オーディオ機器としてのチューナーに要求されることは，

放送をひずみの少ない状態で，かっ安定に受信することで

す。本機では，ひずみそのものを検出していつもひずみ率

最少点で受信する自動制御回路， DDLを新開発し，採用

しています。

IF帯域3段切替方式の採用

通常の音質を重視したリスニングでは超低歪率のWIDE

(広帯域)パント"で， 400kHzの局間地域で(c!:NORMAL(中

帯 p域〉で，高選択度特性によりクリアにおききになるときは

NARROW (狭帯域)でと受信環境に応じて 3段階に切

替えることができます。

ダブルコンパート方式による SN比の大幅な改善

第1IF周波数10.7MHzをさらに第2IF周波数1.96MHz

に変換するダブルコンパ 卜方式の採用により，相対周波

数偏移があがるため，検波効率もあがり， S N比を大幅に

改善しています。また，ダブ)レコンパート方式の重要な部

分である第 2コンパータ一部にも，タプル・バランスド・

ミキサー 1Cを用い，より十分な特性をもたせ，パルスカ

ウント検波回路を確実に駆動させています。

パルスカウント方式による広帯域検波部

この検波方式は，周波数変調信号を一定幅のパルス信号

に変換し.それを積分して出力信号を得るもので直線検波

ができます。このためひずみは全くあリません。また，直線

検波情城が広いので，ダブルコンパ 卜方式を用いて SN

比を改善することができます。

パルスカウント検波器には，インダクタンスなどの不安

定素子が不要で，しかも調盤個所がないので，経年変化が

ほとんどなく，環境変化に対しても，安定した動作が得ら

れます(詳細は15頁参照)。

新開発サンプリングホールド MPX採用

パルスカウン卜の技術ポリシーをさらにMPX復調部へ

と展開 L，Rの信号を精確にとらえ，完全分離が行える

ほか，実際の動作で発生するキャリア・リークなどの不要

信号を抑え，音質改善のテーマに，大きな新技術をもう 1

枚加えました。

クリーンサブキャリア方式によるパイロットキャンセ

ラ一回路を採用し，ビートデ、ィストーションを改善

パイロットキヤンセラ一回路は，高域周波数特性，位相

特性を犠牲にすることなく， 19kHzのパイロット信号を除

去させることができますが，音質上の劣化をもたらすビー

トディス卜ーションを悪化させる要因をもっています。

本機ではクリ ンサブキャリア方式の応用により，ビー

トディス卜ーションを抑え，音質の改善を計っています。

オート・クワイテイング・コントロールの採用

電波の弱いところで，良好な SN比で受信することは難

かしいことですが，本機には，入力によって良好な受信が

できるよう幸庁開発のAUTOQUIETING CONTROLが千采

用されています。

クワイティング・コントロールスイッチのAUTOの位置

でL，Rのプレンド量が自動的にかわるようになっていま

す。

便利で使いやすい機能

e90dBfまでリニアに動作する電界強度指示型SIGNALメ

ータ 0 

・変調度によリメータ 指示が変化しないので，正しいア

ンテナ位置を知りやすい38kHz検出型MULTIPATHメ

ーター。 FMMUL TIPATH観測用端子付。

・アンテナ入力に応じて使い分けて.きる2段切替MUTING

スイッチ 0

・工アチェックに便利なピーク検出型で， dBと%表示の

DEVIATIONメータ一。

・ 2組のアンテナ端子とアンテナ切替スイッチ付。
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接続のしかた

電波のく FM専用アンテナ
(電波の弱 L、とき)

付属のFM室内アンテナ
(電波の強いとき)

アース

巳巳 A ・・-・
届o.・に..JC~..CC 

プリメインアンプ

プリメインアンプの接続

テープデッキ

チューナーのOUTPUT(VARIABLE)端子とプリメインアン

プのチューナ一入力端子を，付属のピンプラグ付接続コー

ドて， LEFT， RIGHTを正し〈接続します。

チューナーの電源コ ドは，ステレオアンプのSWITCHED

コンセントに差込むと便利てーす。

〔注)OUTPUT端子には，前面パネルのOUTPUTLEVELツマミ

で出力レベルが調整できる VARIABLE端子と，調整できない

FIXED端子があ ηます。プリメインアンプは，通常VARIABLE

端子に接続します。
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ご注意

異なる方向の二つの局を受信する場合は，
アンテナを 2本立て， AとB 2紐の端子に
接続し，フロントパネルのアンテナスイ yチ
を切替えておききくださし、。なお，一本め
アンテナを使うときは， A端子に接続して
ください。

UNswn官::HEO

Eヨ

電源

コンセント

テープデッキの接続

チニL ーナーにテープデッキを直接つなぎますと FM放送

が録音できます。 OUTPUT(FIXED)端子とテ プデッキの録

音入力端子(LlNEIN)をテープデッキに付属しているf妾続

コードて二 LEFT，RIGHT正しく接続します。

UNSWITCHEDコンセント

300W以下のオーディオ機器のみを接続してくださ L、。本

機の電源スイッチとは連動していません。



アンテナの接続

FMアンテナについて

FM放送の電波は，テレビと同じ超短波を使用しており光

のように直進する性質をもっています。そのため，士也形に

よっては，放送局の近くて酔も電波が弱くなります。

お住いの条件にあわせ，電波の強さ，周囲の状況などを

考慮、し，最適なアンテナ選択と設置を行ってください。

eFM専用室外アンテナ

都市部など放送局の送信アンテナから近<， ピルの谷間

の地域，山に固まれている地域などでは，反射波により音

が歪んだり， ステレオのセノマレーションが悪〈なったりし

ます。また，送信アンテナから遠距離の地域，鉄筋コンク

リー卜の建物の中では，電波が弱くなり良好な受信ができ

ません。このような条件では，必ず FM専用アンテナをお

イ吏い〈ださい。

3素子， 5素子， 7素子などが標準的て:素子数が増せ

ば利得が高くなり，指向性もするど〈なってきます。

イ可素子のアンテナがよいかは， あなたの沿イ主いの条件，

地域性にあわせて， FM専用アンテナ販売庖とご相談のう

え，最適なアンテナをお選びください。

FM専用の多素子アンテナは，第2図に示すように，指

向特性がよしこのためマルチパスの影響が軽減されます

がその反面，直角方向や反対方向にも局がある場合には，

その局の反射波を受信することになり，マルチパス歪を発

生します。

本機には， A， B二種類のアンテナが接続できるように

なっていますので，異なる方向に複数の局がある地域でも，

各局に都合の良い方向に，異なる方向を向いた 2本のアン

テナを， A， Bそれぞれのアンテナ端子に接続し，前面パ

ネルで切替えて，局に応じたアンテナを使用することがで

きます。

この場合， 1本のマストを共用しでも結構て'すが，上の

アンテナと下のアンテナは， 2m位離してください(第3図)。

なお， 1本のアンテナを使うときは， A端子に接続します。

eT型 FM室内アンテナ

都市部など放送局の送信アンテナから近し木造の建物

の中で電波が強<， マルチノマスの影響がない地域てi::t，付

属の T型 FMアンテナも使えます。

第 4図のように接続し， T型の7J，平部をひろげて，実際

に放送をききながら，水平に張った状態て二方向をかえて

もっともよく受信できる位置にあわせて，壁や天井などで浮

きるだけ高い所に固定します。

しかし，室内アンテナは，事物の動きて二アンテナ端子

への入力も変化しやすく，安定な受信は期待できないこと

がありますので，付属の丁型 FMアンテナは，屋外アンテ

ナを設置するまで戸の間，一時的にご利用ください。

給電点

(~~' 3000 ) 
両用

f立相差給電方式アンテナ

反射器

同軸ケブJレ

FM専用 5素子アンテナ

第 1図 FMアンテナの例

o 
目30(" ，、加30
t" ¥1 13 V '1 

-60ll、¥---"'-11¥"，，60
b 、、(¥¥ 110 Ix'" ¥l 

-90ト→~醐」ト→90

-120，¥ノ'-i6ベノ四
ー-150、、ーL-"'150
士180

第2図 5泰子アンテナの指向特性例

750問軸ケーブルコネクター

第 3図 アンテナを 2本建てる場合

0:]1====' 

nu 
RJV 
?・

〆'『

e

金属物にそわせて張つ

fニη. 買主オふプこ ηL t.証L、
で，水平にピー/と張

ってイ吏用〈プニ与い⑨ 

L 

第4図 FM室内アンテナの接続
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アンテナの接続

アンテナケーブルについて

アンテナ端子に FM専用アンテナを接続するには 3000

フィータ一線と 750同軸ケーブルをイ吏う方法があります。

本械の性能をフルに発樺させるためには， 750同軸ケー

ブル(3C-2Vか5C-2V)をおすすめします。 3000フィーダ一

線は，外部からの雑音を受けやすいのであまり台すすめで

きません。共聴用アンテナなどて 3000フィーダー車泉しか

使えないような時は， 3000アンテナ入力端子に接続して

ください(4頁接続図参照)。

この場合，フィ ダ一線はできるだけ短か(し，束ねた

りしないて〈ださし、。

同軸ケーブルの接続

接続は， F型接栓を使う方法と同軸ケーブル端子を使う

方法の二通りがあります。

F型接栓を使う場合:5C-2Vか 3C-2Vの同軸ケーブルの先

端を第5図のように処理し，付属の F型プラグを取付けま

す。 F型プラグは 2個付属しており，先端の直径の大きい

方が5C-2V用，小さい方が3C-2V用です。

同軸ケーブル端子を使う場合:5C-2V以下の太さのものを

第 6図のように処理し接続します。

FM専用アンテナの設置場所について

1 .建物のかげにならず，送信アンテナから電波が直接入

る場所が理想的です。都市部などピルの谷間などで直接

;皮が受けられない地土或て手は，誰かlこFMステレオ放送を受

信してもらいながら，方向と高さを調整してください。

2. 道路からできるだけ，離れた位置にたてる。これはFM

放送の雑音の中て二最も悩みの多い自動車のイグニッシ

ヨンノイズが入るのをさげるためです(第7図)。

3. FMアンテナの高さは，ふつう地よから 4m以上です。

コンクリー卜の建物， トタン屋根，ほかのアンテナから

は反射をさけるため約2m以上離してください。

4. 送信アンテナからごく近い所て FMアンテナをタ卜部

に設置すると，電波が強すぎて音がひずむことがあるの

てsこのような時は小型 FMアンテナにかえてください。

5. アンテナを固定する時は， 7頁“FMマルチパスについ

て"の項に従い，マルチパスの影響の少ない最良方向，

高さに設置します。

アース(GND)の接続

アース線五雑音除去と安全↑生などの点からGND端子に

接続して〈ださい(4頁接続図参照)。

(注)ガス管には，アース線を絶対につながないでください。
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1. 同軸ケーブル (5C-2Vか3C-2V)を図のように加工する。

層轟轟轟扇面轟轟雇量量..  轟『F型プラグ取付側

5mm-.j--l.← 
I 13mm 

2. F型プラグをl司軸ケーブルに取り付ける。

を主斤円 i思す

吟吋回
この間へ F型プラグの先端 F型プラグ
をアミ線がF型プラグの中
にかくれるまで差込む。

3. リングを図の位置に移動し，ラジオベンチなどでつぶす。

プライヤーかラジオ
ベンチなどで引張る
ように Lます。

(O~たび0.1 ラジオベンチ¥¥. /~四岬剛山一ー\ノ '-'1-ーなど

第 5図 F型プラグに同軸ケーブルをつなぐ方法

3. 

3C-2V σコときは
同車由ケーブルの外
千震をむいて車問品世を
宇斤円 i星す。

望号写す禽』

世出

dZ支
ヰジを締めて
固定する。

第 6図 750，同軸ケーブル端子への接続のしかた

高くするか，反対側砂

にたてるとノイズは

入りにくくなる。

4イクニ yション
ノイズが出る。

第7図 FM専用アンテナの設置位置



FMマルチJ〈スについて

マルチパスとは， F M放送に使われている電波の性質上

第 8図のように，直接受信アンテナに入ってくる直接波の

ほかに山やビルなどにぶつかって反射して，少し遅れてき

た反射波が同時に受信アンテナに入って〈ることをいいま

す。直接波と反射波が同時に受信アンテナに入って〈ると，

位相の関係で受信音に歪がでたり，セパレーションやSN比

が悪化します。

SIGNALメータ が十分に撮れ， TUNINGメーターが中央に

あるのに音に歪みが感じられるときは，マルチパスによる

..... “司~ ， 二土乙、 、 1- -'"-1- ー 〆~~守+担>0，ふ ふヒ:.<"-.，J、ムド庁、冷". ーすヲ

~ノ'Jc吉 ζ Aヨ -̂つi!L d: ヲ。 _vノλリ/R己 V ¥.. I.，L.，日IUJI二工νノ虫凡U、ノ

ンテナを選び，アンテナの高さ，方向を検討する必要があ

ります。次の方法により行ってください。

本機のマルチパスメーターによる調整

1 .クワイティング コントロールスイッチを AUTOまた

はSTEREOの位置にし， ステレオ放送を受信します。

2. メータースイッチがMULTIPATH(ι)になっていること

を確認します。

3.言佳れかにアンテナを回してもらいます。

4. マルチパスメータ の撮れが最小になる方向て¥アン

テナを固定する。この方向がマルチパスひずみの少ない

方向です(第 9図)。

本機のマルチパスメーターは，マルチパスがある場合パ

イロット信号がひずみ，そのひずみ分を検出してメータ

で指示するものです。 したがって，従来のマルチパスメー

ターのように変調度によって，指示が変化することなく安

定してマルチパス量を知ることができます。

なお，モノーラル放送の時は，パイロット信号が送られ

ていませんので使用する二とはできません。

オシロスコープによる調整

1 .本機背面の FMMULTIPATH端子の Vをオシロスコ プ

の垂直軸に， Hを水平軸につなぎます(第10図)。

2. クワイテイング コントロールスイッチを AUTO また

は STEREOの位置にし， ステレオ放送の音楽番組を受信

し，波形をブラウン管にうつします。

3. 第11図 (b)のように，垂直の変化幅が少なくなるよう

にアンテナの方向を定めてます。

な合，以上の方法ても，マルチパスによる歪を発生する

場合は， さらに指向性の鋭いアンテナにするか，設置の場

所，高さを検討する必要があります。

FM DET OUT端子について

FM MUL TIPATHの H端子と兼用になっています。将来，

FM 4チャンネル放送が始まった時，この端子に 4chア夕、

プタ を接続して， FM 4チャンネル放送を聞〈ことがで

きます。

高層ヒ Jレ

第8図 マルチパスの起きる原因

7 
c 11:::> 

o E? ? ? ? ?P司自
F ・ r¥NE_/ .-

DEV1AT10N/M Ul T1PATH 

マルチノ〈ス マJレチノぐス
ひずみ小 ひずみ大

メーター

スイッチ

を十甲す。

+ 
ANTENNA METER 

DEVIATION且

O ・MUlTIPATH ~ O 
第9図 マルチパスメーターの使い方

KT-9900背面

一一昌一
第10図 オシロスコープとの接続

(a)反射波のある波形 (b)反射波の少ない波形

第11図 マルチパス波形の観測
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各部の名称と動作説明

② ③ 

n ro 00 ~ M M a %1 剛 2

PUI-SE∞叫す民間m叶 1 J I 11  I 11111111111111111，11111111111111，11< 1. 11，1， 1111111111" ，1，1，， 11111111111， Li~ーι..L.J"""'~山T 民間肝碑

OUγPUT LEVEL ωIETING C仰向OL

じ骨 。~， "(t)" u..~ lLJ ⑤f⑤議j
⑨ 10: 

①電源スイッチ(POWER)

チューナーの電源をON-OFFするスイッチです。 ONにする

と電源が入り， 巨盛板やメータ一面が明るくなります。

②シグナルメーター (SIGNAL)

受信電波の強さを表わすメ ターです。 FM放送受信のと

き，指針が大きく右にふれるようにチューニングツマミを

まわしてください。リニアメ ターですので二信号の強さ

に正確に比例します。電界強度目盛て'90dBfまでの入力電波

の強さが読みとれます。

メーター
アンテナ立晶子入力

メーター
アンテナ端子入力

入 力 入 カ

dBf V/750 V/3000 dBf V1750 V /3000 

O 0.27μ 0.55μ 50 86.5μ 173μ 

10 0.87μ 1. 73μ 60 274μ 548μ 

20 2 .74μ 5.48μ 70 0.87m 

JE 30 8.65μ 17.3μ 80 2.74m 

40 27.4μ 54.8μ 90 8.65m 

③チューニングメーター (TUNING)

放送受信のとき，シグナルメ ターが大き〈右に撮れ， ー

のメータ の指針が中央に〈るように，同調をとります。

表示の目盛て二離調周波数が読みとれます。

④各種インジケーター

STEREO:クワイティングコントロ jレスイッチ/]¥AUTO，

STEREOの位置で， ステレオ放送の時だけ点灯します。

MUTING:ミューティングスイッチ右辺OdBf，40dBfのイ立置

て，宗大丁します。

8 K丁目9900

11 

PULSE COUNT DETECTOR 

13: 14~ 

QUIETING CONT. AUTO :クワイテイングコントロー Jレ

スイッチが AUTOのイ立置て点大丁し， クワイティングコント

ロールが作動できる状態にあることを示します。

DDL OPERA TE : 00しがイ動いているときに，点止丁し，方~*

を歪最小の状態で受信していることを示します。

アンテナ入力が小入力レベルのとき，チューニングツマミ

にさわっている状態，妨害電波では点灯しません。

⑤IF帯域幅インジケーター

IF帯域幅切替スイッチの位置を表示するインジケーターで

す。 NARROWのとき|口口・・園口口|

NORMAL のとき lロ・・・・・ロl

WIDE のとき L里里里塑里里里」

⑥デビエーション/マルチパスメータ一切替スイッチ

スイッチを十甲さない〉犬態てザは，デビエーションメーターと

してイ動き， スイッチを干甲すとマルチノマスキ会出用メーターに

切替わります。

⑦デピエーション/マルチパスメーター

デビヱーションメーターの時:⑥のスイッチのてた状態で

は， F M放送受信中の変調度のピ ク値を示すメーターと

して働きます。エアチェックをする時，テープデッキのVU

言十と合わせることにより，最適な録音レベルが得られます。

詳細は11頁，デビエーションメーターの使い方を参照して

くTごさ L、。

マルチパスメーターの時:⑥のスイッチを押し，指針が最

小に撮れる方向にアンテナを向けますとひずみのない受信

ができます。



ステレオ放送のときは， STEREOのインジケーターが点灯

します。この位置では，ステレオ放送が弱電界のためノイ

ズつ If<聞える場合，その入力状態に応じて， L， Rのフ

レンド量を可変し， S N比よく受信できるよう制御されま

す。また，通常の SN比のよい入力信号レベルではブレン

ドされず， STEREO の位置と同じ状態でき〈ことができま

⑥出力レベルツマミ (OUTPUT)

背面の OUTPUT(VARIABLE)端子の出力レベルを調整するツ

マミです。 Oの位置では出力は最小となり， 10の位置で出

力は最大になります。プリメインアンフ。に十妾続したレコー

ドプレーヤ やテープデッキの出力レベル(音量)

放送の出力レベルを合わせるときなどに使います。

とFM

FM放送をステレオで受信するとき。

自動的にモノ ラル受信になりま

STEREOのインジケーターが

FMモ

す。

STEREO 

斗
・
6

九ベ」

」Z

レ」

き

の
と

送
の

放

送

オ

。

放

レ

す

ル

テ

ま

ラ

ス

し

一

。

灯

/

十

y

占

…

⑨ミューテイングスイッチ (MUTING)

FM放送選局のとき，局と局の問にでる雑音をカットしま

す。 20dBf，40dBfは， ミ」 テ 4 ングの効きはじめるアン

テナ入力を表し， 20dBf， 40dBf位から動作します。電波の

弱い局は20dBf.SN比の良い局を選びたいときは， 40dBflこ

セッ卜してくださし、。通常は20dBfが適当です。

⑩ IF帯域幅切替スイッチ (IFBAND) 

FM放送を受信するさい，中間周波数の信号の通過帯域を

切替えるスイッチです。

NARROW 隣接局による混信が生じ， きさにくいときは

選択度特性がよくなり，混信のないこの位置にしますと，

受信ができます。

NORMAL 通常台きさになるときは，この位置にしますo

WIDE 強電界の地域では，この位置にしますと，低ひず

みでより音質の良い放送を受信することができます。

チューニング

⑪チューニングツマミ

FM放送を選局するツマミです。シグナル，

メーターをみながら正しい同調をとってください。

⑫ディマースイッチ (DIMMER)

目盛板の明るさを切替えます。通常はOFFてe使用します。

室内が暗<， 目盛板が明るすぎるときは ONにすると減光

できます。

⑬アンテナ切替スイッチ (ANTENNA)

異なる方向の 2つ以上の局を受信する時は，それらの局の

送信アンテナ方向に応じて 2本立て， このスイッチでマル

シグナル両メーターをみながら， A， Bの好都合

1本のアンテナの時は， Aの位置にしま

押すと Bに切替ります。

チノマス，

な方をi塁びます。

スイッチがて酔た状態ではA，

9 KT-9900 

す。

⑭クワイティングコントロール (QUIETINGCONTROL) 

MONO: F M放送をモノーラルで受信するとき。 AUTOの

位置で雑音が多い場合や電波の弱L、地域では，この位置に

セットしておさきください。

AUTO: F M放送をステレオで受信するとき。

自重力的にモノーラル受信になります。

FMモノー

ラル放送のときは，



操作のしかた

電源を入れる前に次のようにセットしてくださし、。

1 . OUTPUT LEVELツマミを“ 5"のイ立置にします。

2. MUTINGスイッチを“20dBf"のイ立置にします。

3. IF BANDスイッチを“NORMAL"のイ立置にします。

4. METERスイッチを“DEVIATION"のイ立置にします。

5. QUIETING CONTROLツマミを“AUTO"のイ立置にします。

FM放送をきくとき

1 .電源スイッチを ONの位置にします。

2. チューニングツマミをまわし，希望の放送局を選局し

ます。第12図のように同調をとってください。

3. ステレオ方文送を受イ言すると， STEREOインジケータ

が自動的に点灯します。

4.音量の調節は，プリメインアンプで行って〈ださい。

FM放送を録音するとき

1 .テープデッキの録音入力端子(LlNEIN)と本機のOUT-

PUT(FIXED)端子を接続します。

2.本機とプリメインアンプが接続されていて，アンプの

入力切替えスイッチがTUNERの位置になっていれば，放

送をききながら童景音てきます。

3. 希望する放送を受信して，テープデッキを録音状態に

します。

4. 本機のOUTPUTLEVELツマミは， OUTPUT( FIXED)端子

から録音する時は調節できません。録音レベルの調節は，

テープデッキ側で行って〈ださい。

10 KT.9900 

I .シグナルメーターの指針が最も右にふれるように

する。

2. チューニングメーターの指針が中央にくるように

する。

3. チューニンクーツマミをはなすと DDLOPERATEイ

ンジケーターが点灯します。これで歪のない最小点

にロックしたことになり最適同調がとれます。

DDL 

OPERATE 

第12図 同調のとりかた

i主:チューナーカ、らのソースをプリ

メインアンプをi盈Lてききなが

勺録音する場合は.点、線宮R介の

嬢続をしてください o この場合

アンプの入力切替えスイ y チは

TUNERの位置に Lてください。

第13図 録音・再生するときの接続



デビエーションメーターについて

変調について

放送局では，音を電波にして送るために， まず音をマイ

クロフォンてや電気の変化にかえたあと，高周波(搬、芝波)

に乗せて電波として発射しますが，この高周波に乗せちー

とを“変調"といいます。

AM放送は，音の強弱を高周波の振幅の大小の変化にか

える“振幅変調 (AmplitudeModulation)方式"を使い， F M 

放送は，高周波の周波数を微小変化させる“周波数変調

(Frequency Modulation)方式"を使っています(第14図参照)。

FM放送の周波数変調の度合いは，高周波{搬送波j周

波数の音声による変化量で表わし，これを周波数偏移(de-

viation)といいます。これは最強音で変調した場合てφ も，土

75kHz以内であることが決められています。この 75kHzを

100%とし，百分率で表わしたのが変調度です。

デピエーションメーターの使い方

本機のデピエーションメーターは， F M放送の変調度を

メ ターの指示によって知るためのもので¥変調度のピー

ク値を表示します。放送の変調度がわかりますと，放送を

テープデッキに録音するさい，レベルセッデイングが大変

簡単になります。

すなわち，放送局では SN比をよくするためになるべく

大きし しかも 100%は越えないように調笠されています。

一方，本メーターで放送の変調度がわかると同時に，併記

しである dB目盛を読みとり，この値にテープデッキのvu
メーターの振れが同じになるように，入力レベルを調整す

れば，セッティングは完了です。

この方法により， ピアニシモの時ても， フォルテシモの

時でもまたは音声の時でも，確実なレベルセッティングが

でき， しかも録音中であっても，デビエーションメータ

とVUメーターが，ほぼ同じ振れ方てあることをチェック

するだけで，最適なレベルセッテイングであることが確認

できます。

なお，テ プの手重類やテ プデッキのダイナミックレン

ジの余俗度あるいは放送の変調レベルによっては，多少修

正を加えたレベルセッティングが必要な場合もあります。

ステレオ放送時は，パイロット信号が送られているため，

無音の時てーもデピエ ションメータ は10%前後を指示し

ます。

音声電流娠中冨

⑫⑮  
。

目O 囲

変調器

i主主f言キ幾

|宮司→酬州

振幅変調(AM電波)

州川酬川
周波数変調(FM電波)

第14図 送信装置の系統図
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保守とご注意

セットの手入れについて

本機の前面パネルなどが汚れたときは， シリコンクロス

かやわらかい布でからぶきして〈ださい。固い布やシンナ

，アルコールなど揮発性のものでふきますと傷がついた

り，文字が消えたりすることがありますから， ごf吏用にな

らないて〈ださい。

付属のコム脚について

本機を重ねてご使用になる場合は，セットの足を付属の

コム脚(8mmの南さのもの 4個)に火換しますと見栄え

がよくなります(第16図)。

電源ヒューズについて

電源スイッチを ONにして，電源が入らずチューナーが

動作しない場合は，電源ヒュ ズが切れていることがあり

ます。このような時は，お買いあげ庖または最寄りのトリ

オサービスセンター，営業所へご 報〈ださい。

セットの異常にお気付きのさいは

万一，セットの異常にお気づきのさいは，電源スイッチ

をすばや<OFFにするとともに，電源コ ドをコンセント

から抜いてください。そのうえでなるべ〈速かに購入居ま

たは最寄りのトリオサービスセンター，営業所へご連絡〈

7こさ L、。

サービス依頼について

本キ幾のイ疹王室をイ衣車貝されるときは， 裸;のままお渡しになら

ず，必ず何かに包装してお渡し〈ださい。裸のまま修理に

だされますと，途中の事故等てヲト観に傷がつ〈恐れがあり

ますのでご注意〈ださい。

その他のご注意

部屋の模様がえなとでチュ ナ を接続しなおす時はコ

ンセントに差込んである ACプラグを必ず引き抜いたあと

行なってください。その他， ご使用後電源スイッチを切る

時は，プリメイン アンプのボリュームは最小にしてくだ

さい。

12 KT-9900 

× 

O 

コーム脚交換前

回目白
" 1 点
rfゴ|ス凹
第15図手入れについて

ゴム脚交換後

。=
0
巳巳

ツマミがゆるんだ

場合は付属の六角

棒スパナで締付け

てください。

O

一O回巳

第 16図重ねて使用するとさ

第 17図 六角棒スパナの使い方



故障と思われる症状ですが

調子が悪いと故障と考えがちですが，サービスに依頼する前に症状に合わせ，一度チェックしてみてください。

症 ヰ犬 原 因 処 置

ザーッという連続音が放送ととも

に入る。ステレオにすると大会〈
アンテナ端子に入って〈る電波が弱 FM専用アンテナを屋外に設置する。放送局か

なる。
いため。 ら遠距離の地域では， 5 -8素子が必要。

パリパリ，ガリガりという雑音が 自動車によるイグニッション・ノイ FM専用アンテナを同軸ケーブルをイ吏って屋外

と会どさ入る。 ズ電波の弱いところほど大き〈なる。 に設置し，なるべ¥)豆路か b離れた所にたてる。

FMステレオのテスト放送てV左
右側のもれが左側の音にくらべてごくわずかで

側のみに音を出しているとき，わ クロストークと呼ばれるもの。
あれば古文障ではない。

ずかに右側にもれている。

FMステレオ日寺， STEREOイン 極端に電波が弱い場合。 FM専用アンテナを屋外に設置する。

ジケーターがつかない。 FMアンテナを5長っていない。 FM専用アンテナを室内または屋外に言文置する。

IF BANDスイッチを切換えたと
近接して局がある時に発生するショ

き，瞬間，音がとぎれる。
ックノイズを防止するようになって 瞬間，音はとぎれますが故障ではありません。

し、る Tこゲコ。

K下-9900 13 



........ 
メ己 キ各 これらの定格およびデザインは，技術開発に伴い，予告なく変更になるニとがあります。

(FM部〕

受信周波数範囲・.......・ー・ー・・ ー ........... ... 76MHz -90MHz 

アンテナインピーダンスー・ーー・ーー....300平衡， 75.0不平衡

感 度 75.0・・・・・・・・ 0.95μ:V(IHF)，10.8dBH新IHF)

300.0・・・・・・・ ・・ ・・・ -ー....1O.8dBf(幸斤IHF)

SN比 50dB感度(75.0) 

MONO..... …1.7μ，V(IHF)，15.8dBf(子斤IHF)

STEREO ......20μV(IHF)，37.2dBf(幸斤IHF)

高調波ひずみ率 WIDE NORMAL NARROW 

MONO......・・・100Hz 0.02% 0.02% 0.02% 

1kHz 0.03% 0.02% 0.15% 

6kHz 0.05% 0.15% 0.4 % 

15kHz 0.03% 0.03% 0.03% 

50Hz-10kHz 0.05% 0.15% 0.4 % 

STEREO......100Hz 0.06% 0.1 % 0.2 % 

1kHz 0.04% 0.09% 0.12% 

6kHz 0.07% 0.15% 0.2 % 

15kHz 0.25% 0.4 % 0.9 % 

50Hz-10kHz 0.09% 0.2 % 0.25% 

SN比(100%変調 lmV入カ MONO.............・・・・・・・'90dB

STEREO........・ー ー.....84dB

イメージ妨害比.................・・・ーー・・・・ー..........125dB以上

実効選択度(IHF) WIDE'一・・…一一.......…・一一 ....35dB

NORMAL ....... ・・・ー・・・ー・・ー..............60dB

NARROW.................. ・・60dB( 300kHz) 

IF妨害比・ ・・・・・・ ・・・ー・ ・・・・・ー・・・・・・・・・・・・・田・・・・・・・・ーー 125dB以上

スプリアス妨害比...............ーー・・・・・・・・・ ・・・・・・ 125dB以上

AM抑圧比 -ー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・一 .......................70dB以上

14 KT-9900 

キャプチャーレシオ WIDE....一.......一一 ..............0.8dB

NORMAL.......... 一・ ・ ・・・・・・ー'1.0dB

NARROW................ ・・・・ ・・・1.5dB

サブキャリア抑圧比......・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ a・・・・・・・ ー.......70dB

ステレオセバレーション・一...... WIDE NORMAL NARROW 

1kHz 60dB 55dB 50dB 

50Hz -10kHz 50d B 45dB 40dB 

15kHz 40dB 38dB 33dB 

周波数特性・一....一…-一一一- 一-一一10Hz-16kHz 土8:gdB

〔出力およびインピーダンス〕

F M( 1kHz， 100%変調) 可変出力.........0-1.5V 60.0 

固定出力・・・・ー・・・・・・0.75V 60.0 

マルチパス出力 水平出力 ............0.01V lOk.o 
垂直出力・・・・・・・・・・・・ 0.5V 3k.o 

〔電源部，その他〕

電源電圧，電源周波数.....................AC100V 50Hz 160Hz 

定格消費電力(電気用品取締法に基づく表示)・・・・・・ 50W

電源コンセント- ・・・・・ー・・・電源スイッチ非連動 1個 300W

寸 法 ・・・・・・・…・・・・・・・・・・・・・・幅460X高さ 161x奥行463(mm) 
嚢 量・・・一--- ----------------------------------- ------15kg 

付属品-ー・............一..........F型コネクタ 3C-2V用 l 

5C-2V用 1

両ピンコード

T型 FM室内アンテナ

積み重ね時交換用ゴム脚

六角棒スパナ

1

1

A
・
1
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パルスカウント検波の原理

周波数変調(第2IF)を受けた信号を，

リミッタ一回路を通して方形波に転換，

この方形波を微分回路を通すことによ

って得たパルスて二単安定マルチ回路

をトリガーし，パルス幅の等しい出力

を得， これを積分回路にかけて復調信

号を取りだすのがパルスカウント方式

です。

従来のインダクタンスとコンデンサ

ーによる共十辰や{立相による検波田E各で

すと，離調周波数の偏移により向調回

路のインピーダンスが変化し，広い帯

域にわたってリニアリティ を確保す

ることがて酔きません。

言いかえるとオ会出カーブの直品泉とみん

なせる部分を使用しているため， どう

しても非直線歪の発生を抑えられませ

ん。そこでその限界を乗り越えるために，

パルスカウン卜方式が注目されました。

この方式は，検波帯域幅の全範囲が

一直線のため理論的にも歪を発生させ

ません。
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